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はじめに 
 令和５年第１回奈井江町議会定例会の開催にあたり、令和５年度の町
政執行について、私の所信を申し上げます。 

昨年 12 ⽉、多くの町⺠の皆様からのご⽀援をいただき、２期目の町政
を担当させていただくこととなりました。 

引き続き、町⺠の皆様、町議会議員の皆様のご理解とご協⼒をいただき
ながら、町政執行に全⼒を傾注してまいります。 

本町を取り巻く環境は、少子高齢化・人口減少社会の進行に加え、新型
コロナウイルス感染症や物価高騰の影響、町⺠意識や価値観の多様化な
ど、様々な変化を続けております。 

このような変化が生じている中においても、持続可能な地域社会の実
現を図るためには、今ある施策を見つめ直し、それを磨き上げるとともに、
多様なつながりを創りながら、深化させていかなければなりません。 

そのため、昨年、内閣府から地域再生計画の認定を受けスタートさせた
「奈井江版生涯活躍のまち（誰もが躍動し、寄り添い集う全世代共奏のま
ちづくりプロジェクト）」の着実な推進を図り、奈井江町が持っている「地
域の⼒」、「地域の魅⼒」を⼗分に発揮できるよう、あらゆる世代の町⺠や、
事業者の皆様の参加と協⼒をいただきながら、奈井江らしい活⼒あるま
ちづくりを進めてまいります。 

また、ふるさと奈井江の恵まれた自然環境を後世にしっかりと引き継
ぎ、将来の世代が安心して暮らすことのできるまちづくりを推進すると
ともに、地球温暖化の問題に地域レベルで貢献する「ゼロカーボンシティ」
をここに宣言し、「2050 年 CO₂（二酸化炭素）実質排出ゼロ」を目指し
て、町⺠の皆様、事業者の皆様のご協⼒をいただきながら、⻑期的な視点
で取り組んでまいります。 

令和５年度の町政執行にあたりましては、「第６期まちづくり計画後期
実施計画」に基づく財政運営の中で、限られた財源で、より高い効果が生
み出せるよう、重点化や優先順位をつけながら、各種施策に取り組むとと
もに、引き続き、「まちづくり自治基本条例」に基づく「住⺠自治」、「相
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互扶助」、「未来志向」の三つの政治理念を基に、町⺠の皆様としっかりと
向き合い、ともに議論しながら、町政執行にあたってまいりたいと考えて
おります。 

それでは、令和５年度の主な施策について申し上げます。 
 

１．奈井江版⽣涯活躍のまちの推進 
「第２期奈井江町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の重要戦略である

「奈井江版生涯活躍のまち」については、役場職員で構成するワーキング
グループでの議論や、町⺠の皆様との意見交換によって、各プロジェクト
の骨格を固めてまいりました。 

事業開始から２年目を迎える本年度は、町⺠の皆様とともに「事業が前
進する姿」を実感できるよう、プロジェクトの目標や情報を共有しながら、
次の３つの方向で事業を進めてまいります。 
 
（１）誰もが活躍できる就労の創出と定住促進 

子育て中の女性や高齢者の方など、それぞれが望む仕事を発掘し、事業
者ニーズに応える「しごとコンビニ」の本格運用を開始し、仕事を通じた
町⺠の生きがいづくり、つながりづくりを進めてまいります。 

空き家を活用した住宅供給システムを構築し、賃貸住宅を希望する若
者や子育て世帯等の移住者ニーズに応えるとともに、空き店舗を活用し
た起業サポート、特産品の開発⽀援など、新たな活躍・しごとが創出され
るよう⽀援を行ってまいります。 

 
（２）誰もが健康で、安心して暮らせるまちづくりの確⽴ 

高齢化や担い手不足等による地域活動の停滞化や関心の低下に対応す
るため、地域住⺠による主体的で持続可能な地域コミュティのあり方や、
誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らし続けるために必要な移動手段
である「多世代共生型地域公共交通」のあり方について、町⺠の皆様の参
加と協⼒をいただきながら必要な調査・検討を進めてまいります。 
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体育館トレーニングルームや各公共施設において、⺠間事業者との連
携により、体の調子を整えるコンディショニング講座を開催し、幼児から
高齢者までの幅広い世代の健康づくりを進めるとともに、役場庁舎に移
転を予定している保健センター運動指導訓練室のトレーニング機器更新
を行ってまいります。 

 
（３）地域資源を活かしたまちづくり 

道内有数の産地として消費者から高い評価を得ている「ゆめぴりか」や、
全国屈指の音楽専用ホール（コンチェルトホール）など、本町固有の地域
資源と強みを活かしながら、多様な人々との交流や、つながりを広げると
ともに、新たなまちのキャッチフレーズ「ずどーん」や、ホームページ、
SNS など、各種情報媒体による情報発信を強化し、「行ってみたい」、「住
んでみたい」と実感できるまちづくりを進めてまいります。 

 
２．安全・安心に住みつづけるために 
（１）防災・⽣活環境の整備 
〇防災と交通安全対策 

全国で頻発する自然災害など、防災に対する備えと対策の充実が重要
となっています。 

本年度は、地区会館等を開催場所とする避難所開設・運営訓練等を実施
し、町⺠の皆様と体験を通じながら防災意識を高めてまいります。 
 交通事故の撲滅に向けては、交通安全協会など関係団体との連携によ
り各種交通安全運動を展開するほか、引き続き、高齢者の運転免許証自主
返納の取り組みを進めてまいります。 
 
〇公営住宅の管理 

公営住宅については、老朽化した住宅等の安全性・緊急性に対応した修
繕や⼊退去時の補修等を行うとともに、公営住宅等⻑寿命化計画に基づ
く用途廃止、空き家の効率的な維持管理を進めるため、⼊居者の住み替え
に向けた取り組みを進めてまいります。 
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〇道路環境の維持 
⻑寿命化に向けた道路構造物の計画的な修繕を行うため、15 号線アン

ダーパスの道路付属物擁壁点検委託業務を実施するなど、安全で円滑な
道路交通を確保するため、状況に応じた維持補修を行うとともに、11 号
東線法⾯洗堀防止対策⼯事、⻄３線排⽔路改修⼯事を行い、災害の発生予
防、拡大防止を図ってまいります。 

また、老朽化した街路灯の灯具修繕やＬＥＤ化の推進による省エネル
ギー化を引き続き進めてまいります。 
 
〇公園の整備 

子どもたちの遊び場や、町⺠の健康づくり、コミュニケーションの場な
ど、公園の多⾯的な機能を維持するため、各公園の適切な維持管理を継続
するとともに、昨年、老朽化により使用を中止していた奈井江川河川緑地
の遊器具更新⼯事を実施してまいります。 

 
（２）環境衛⽣対策の充実 
 本町のごみ排出量は、人口減少にも関わらず微増の傾向が続いており、
削減への取り組みを進める必要があります。 

このため、広報紙等により、減量や再使用、再生といった３Ｒの推進を
呼びかけてまいります。 

また、子どもたち自らの提案で始まった「全町⼀⻫クリーン作戦」を引
き続き実施するなど、町⺠の環境意識が向上するよう取り組みを進め、ご
みのない美しい奈井江町を目指してまいります。 

下⽔道事業については、新年度から地方公営企業法を適用し、財政状態
と経営成績を明確にしながら、より適切な事業運営に努めてまいります。 
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３．ともに支え合い、健やかに暮らすために 
（１）健康づくりの推進 
〇⽣活習慣病予防対策とがん検診の推進 

すべての町⺠が健康で生き生きと心豊かな生活を送るためには、全世
代を通じた健康増進や疾病予防対策など、健康寿命の延伸に向けた取り
組みが重要です。 

特に、疾病の早期発見のため、特定健診をはじめとする各種健診の体制
整備や、個別受診勧奨はがきの⼯夫と活用等、受診勧奨を更に強化してま
いります。 

また、健診データ等に基づく具体的な栄養指導や運動指導、健康教室等
を行い、町⺠⼀人ひとりの健康への関心を高め、健康増進・生活習慣改善
につながるよう進めてまいります。 

当町で死亡率が高い「乳がん」「大腸がん」については、特定健診とが
ん検診の同日実施や、乳がん健診等の無料クーポン券配布事業を継続す
るなど、がん検診の受診率の向上に努めてまいります。 
 
〇高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施 
 高齢者ができるだけ⻑く、自⽴した日常生活を送るためには、生活習慣
病をはじめとする疾病の発症予防や重症化予防、介護・フレイル予防など
早期からの取り組みが重要です。   

このため、健全な食生活や運動等の普及啓発を目的とした「健康運動フ
ロア事業」、「ひまわりクラブ」の他、コンディショニングの視点を取り⼊
れた新たな事業を実施し、認知症予防など、各種介護予防対策を強化して
まいります。 

また、後期高齢者医療保険及び国⺠健康保険の保健事業、介護保険の地
域⽀援事業を途切れることなく⼀体的に実施するため、健診や医療、介護
のデータ分析に基づく効果的なサービス提供を行い、健康寿命の延伸に
つなげてまいります。 
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〇心の健康づくり対策 
心の健康問題が重要視される中、誰もが自殺に追い込まれることのな

い社会の実現を目指し、「いのちを守るネットワーク推進計画（自殺対策
計画）」に基づき、心の健康づくりに向けた普及啓発などの取り組みを継
続してまいります。 
 
（２）医療・介護・福祉の推進 
〇町⽴国保病院の安定した経営 

町⽴国保病院では、令和元年度から発生している財政健全化法に定め
る資金不足を解消するため、令和２年度に取り組んだ「町⽴国保病院のあ
り方検討委員会」の答申や、国のガイドラインによる「改革プラン」など
に基づき、様々な経営改善を進めてきましたが、人口減少や高齢化による
外来患者数の減少が顕著に進んでいる状況にあります。 

また、これらに加え、未だに終息することのない新型コロナウイルス感
染症の影響により、発熱外来には、今なお患者が来院しているほか、院内
クラスターも発生するなど、病院経営を取り巻く環境は⼀層厳しさを増
しています。 

医師をはじめとする医療従事者の安定確保については、関係機関にも
理解と協⼒を得ながら進めているところですが、北海道内における医師
の偏在は顕著であり、これまでのところ医師の確保には至っていない状
況にあります。 

このような中で、令和６年度には医師の働き方改革がスタートするな
ど、更に厳しい状況となることも予想されることから、引き続き医師の採
用に努めるとともに、医育大学や関係医療機関からの派遣継続のための
環境づくりを進めてまいります。 

町⺠や中空知二次医療圏など、地域で求められる町⽴国保病院の役割
や機能を踏まえ、将来に亘り安心して療養できる医療機能を維持するこ
とができるよう、中空知管内自治体病院などとのネットワークを活かし
ながら、引き続き安定した医療の提供と経営の改善に取り組んでまいり
ます。 
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〇地域包括ケアシステムの推進 
高齢化が確実に進む中で、高齢者や家族の方々の介護に対する不安を

軽減し、安心して生活できるよう、医療・介護・予防などのサービスを切
れ目なく⼀体的に提供する地域包括ケアシステムのより⼀層の推進に取
り組んでまいります。 

また、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査や町⺠アンケート結果をもと
に、要介護状態になるリスクや地域の抱える課題を把握し、今後の介護予
防事業などを推進する「第９期奈井江町高齢者福祉計画（奈井江町地域包
括ケア計画）」を策定します。 
 
〇全町的な支え合いネットワークの推進 

誰もが住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けるためには、地域住⺠
が互いに協⼒し、⽀え合う地域共生社会を築いていくことが重要になっ
ています。 

現在、⻑引くコロナ禍においても町⺠主体によるサロン活動が５か所
で実施されていますが、各組織、団体等との連携を深めながら、多様なネ
ットワークを構築し、地域の⽀え合い活動の取り組みを広げてまいりま
す。 

また、本年 3 ⽉に策定した「第１期奈井江町地域福祉計画・地域福祉実
践計画」に基づき、今後も多様化、複雑化する生活課題に対し、行政、関
係機関、地域住⺠が⼀体となって対応できる実践的かつ具体的な仕組み
を構築するとともに、本町における福祉サービスや地域福祉活動など、社
会福祉協議会との協働による取り組みを⼀層推進してまいります。 
 
〇認知症支援 

高齢化の進行に伴い、今後更に認知症高齢者等の増加が予測される中、
認知症であっても誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう施策を
推進する必要があります。 

このため、認知症の方やその家族に対して、できる範囲で手助けする役
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割を持つ「認知症サポーター」の養成を継続するとともに、認知症に対す
る理解を深めるための普及啓発に努めるなど、地域⽀援体制の強化に取
り組んでまいります。 

また、砂川市⽴病院の精神科専門医のサポート体制のもと、認知症初期
集中⽀援チームと連携しながら、早期診断・早期対応に向けた⽀援を推進
するとともに、認知症高齢者等が判断能⼒に応じて必要なサービスを受
けながら安心して日常生活を過ごせるよう、介護保険サービスの利用援
助や、成年後見制度の利用等の切れ目ない⽀援を行うなど、認知症高齢者
等の権利擁護に関する取り組みを継続してまいります。 
 
〇障がい者支援 

「おもいやりの障がい福祉条例」の理念のもと、障がいに対する町⺠の
理解や障がい者との交流を深めるため、北翔大学との連携事業などを進
めるとともに、「第４期障がい者福祉計画」に基づく、障がい者の地域移
行の推進や、雇用、就労の促進など、社会参加の⽀援、促進に努めてまい
ります。 
 
（３）子育て支援の充実 
〇妊娠・出産・子育て世帯への支援 

子育て世代包括⽀援センターにおいて、妊娠・出産・育児に関する身近
で切れ目のない相談、⽀援を行うとともに、要⽀援児童、要保護児童等に
対して適切な⽀援を行うため、関係機関との連携強化を図りながら、より
効果的な子育て⽀援に取り組んでまいります。 

更に児童福祉と⺟子保健の機能を併せ持つ「こども家庭センター」の令
和６年度設置に向けた議論を進めてまいります。 

誰もが安心して産み・育てられる環境の充実のため、妊婦⼀般健康診査、
超音波検査、産婦健診の費用助成を行うとともに、自己負担額が高額であ
る特定不妊治療費の助成を引き続き実施してまいります。 

また、新たに産後ケア事業の実施に向け、砂川市⽴病院と連携し、宿泊
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型・通所型サービスの導⼊を行い、⺟子に対する心身のケアや育児サポー
トを行ってまいります。 

乳幼児健診については、昨年度導⼊した３歳児健診の視覚検査に使用
する屈折検査機器を活用し、引き続き異常の早期発見・早期療育に努めて
まいります。 

子ども達が健やかに成⻑し、安心して子育てができるよう、引き続き 18
歳（高校生）までを対象とした子ども医療費無料化を実施し、子育て世帯
の経済的負担を軽減してまいります。 

老朽化が進む北町児童館については、子どもの数の減少や、子育てに関
する社会環境の変化を踏まえ、子育て施策全般を見据えながら、今後のあ
り方について議論を重ねてまいります。 
 
（４）保育・教育環境の充実 

保育サービスの提供については、園児や保護者の気持ちに寄り添い、⼀
人ひとりの個性を大切にしながら、基本的な生活習慣の定着を目指して
まいります。 

また、日本古来の行事や習慣など、日本の文化を伝えるとともに、英語
教育や運動、食育のほか、特色ある教育・保育の充実、幼・小・中・高の
連携による相互交流などを推進し、小学校以降の教育につなげてまいり
ます。 

昨年導⼊した「保育業務⽀援システム」を活用し、保護者への速やかな
情報伝達、子どもの登降園管理、保育計画の策定等を行うなど、保育の質
の向上や安全確保、保護者との連携強化に努めてまいります。 

また、国における３歳児以降等の無償化に加え、町独自の２歳児までの
保育料軽減措置等を継続するとともに、医療的なケアが必要な子どもの
受け⼊れ等、多様な保育ニーズに対応するための体制を確保してまいり
ます。 
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４．学び続け人⽣を豊かにするために 
（１）教育環境の充実 

子どもたちが自ら学ぶ芽を育んでいくため、奈井江町教育ビジョンを
実現するための教育環境の充実を図ってまいります。 
 また、多子世帯への経済的負担を軽減するため、学校給食費の第２子半
額、第３子以降の全額助成を継続してまいります。 

奈井江商業高校については、各種検定料助成のほか、岡山県⽴高梁城南
高校との交流事業など、地域探求授業の⽀援を充実してまいります。 
 
（２）子どもたちとの協働のまちづくり 

町内３校で実施した「町⻑と語る会」では、子どもたちが奈井江町の魅
⼒や課題などを学び、まちが活性化するための具体的なアイディアを提
言してくれました。 

新年度においても、開催を継続し、次世代を担う子どもたちとともに、
まちづくりについて、広く意見の交換を行ってまいります。 
 
５．活⼒と魅⼒あふれる産業づくりのために 
（１）農林業の振興 
〇農業の振興 

令和４年産の⽔稲を含む農作物は、春作業も円滑に進み、７⽉以降はお
おむね天候にも恵まれ、順調な生育となりました。 

特に「ゆめぴりか」の生産においては、タンパク含有率 6.8％以下の割
合が、平成 29 年産米を上回る過去最高の 81.4％となり、農業者の皆様の
弛まぬ努⼒によって、「ないえ産米」のブランド⼒の高さを改めて証明す
る結果となりました。 

引き続き、「産地ブランド確⽴⽀援事業」や「スマート農業推進事業」
などの側⾯的⽀援を実施するとともに、JA 新すながわと連携し「ないえ
産米」のブランド⼒の強化に努めてまいります。 

ロシアのウクライナ侵攻や為替市場など、世界情勢の影響による肥料
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等の生産資材をはじめ、燃料費などのエネルギー価格の高騰が、農業経営
に大きな影響を与えております。 

このため、農業者が将来にわたり意欲をもって営農できる環境が整備
されるよう、町村会等を通じて国に対する要請活動を行うほか、引き続き、
関係機関、団体等と連携し、本町農業の持続的な発展に努めてまいります。 
 
〇⼟地改良事業 

道営土地改良事業については、耕作環境の改善、将来にわたる農地の円
滑な集積化を推進するため、継続地区となる茶志内東 1、東 2 地区及び高
島東地区において区画整理事業等を実施してまいります。 

また、ほ場整備後の不陸解消のため、茶志内東２地区にレーザーレベラ
ーを導⼊いたします。 

高島排⽔機場の改修については、本年度、道営事業による調査設計に着
手するなど、北海道と連携を図りながら計画的な事業推進に努めてまい
ります。 
 
〇林業の振興 

林業については、森林が持つ生態系や⽔源かん養機能など、その役割を
適切に果たすことができるよう、町有林の計画的な造林事業を実施する
ほか、引き続き、林道の適切な維持管理に努めてまいります。 

また、世代交代などによって整備が行き届かない森林所有者の意向に
基づき、関係機関と連携を図りながら、計画的な造林事業等の推進に努め
てまいります。 
 
（２）商工業・観光の振興 
〇商工業の振興 

中心市街地の活性化に向けて、賑わいを生み出すイベント事業など、商
⼯会や関係団体が連携して行う取り組みに対し、引き続き、商⼯業活性化
推進交付金による⽀援を行ってまいります。 
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また、中小企業・小規模事業者の経営改善と事業者の育成を図るため、
町の保証融資制度による利子補給等を実施するほか、町と商⼯会がそれ
ぞれの責務や役割のもと、相互に連携し、町内事業者の持続・発展に向け
て取り組んでまいります。 
 
〇観光の振興 

観光協会と商⼯会・農協・町との連携により開催される「ないえさくら
祭り」は、町内外から多くの方が来場し、町のイメージアップや特産品の
ＰＲなど、地域活性化に寄与する町の主要な観光イベントであり、引き続
き、地域資源を活かした観光振興の取り組みについて⽀援を行ってまい
ります。 

地域交流センターは、観光施設としての機能に加え、広域的な防災機能
を担う「道の駅」として、引き続き、利用者への快適なサービス提供が行
えるよう、指定管理者及び国の機関と連携しながら適切な維持管理を行
ってまいります。 
 
〇企業との連携、支援の充実 

町内⽴地企業は、⻑引くコロナ禍や物価高騰などの影響によって、厳し
い状況にある中、堅実な経営のもと地域経済を牽引していただいており
ます。 

また、昨年は町にとって 16 年ぶりとなる新規企業が空知団地に進出し、
新たな産業と雇用の場が生まれ、将来に向けた町の振興発展につながる
ものと期待しているところであります。 

引き続き、町内⽴地企業への⽀援や必要な情報交換を行うとともに、企
業が持つ優れた技術⼒などの情報を町内外に向けて積極的に発信してま
いります。 

空知団地については、北海道や美唄市との連携を図りながら、引き続き、
分譲に向けたＰＲや関係情報の収集などの誘致活動に努めてまいります。 
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６．みんなで創る、持続可能なまちづくりのために 
（１）地方創⽣の取り組み 
〇移住・定住対策の推進 

これまで進めてきた移住・定住施策によって、子育て世帯の転⼊が進み、 
小学校の新⼊学児童生徒数が、出生者数を上回る効果が継続しておりま
す。 

引き続き、新築住宅助成や中古住宅購⼊助成等の住宅施策とあわせて、
子育てや、保健、教育など、⼀体的な移住・定住施策の推進を図り、「新
たなひとの流れ」を創出してまいります。 
 
〇地域外の人材活用や企業との連携促進 

近年、都市住⺠の地方での生活や社会貢献活動のニーズが高まってい
ることから、地域おこし協⼒隊や、地域活性化起業人等の外部人材派遣制
度の積極的な活用を進めてまいります。 
 
（２）町⺠主体のまちづくりの推進 
〇町⺠との対話、協働によるまちづくりの推進 

町政は、まちづくりの主体である町⺠⼀人ひとりの参加により行うこ
とが基本です。 

引き続き、広報紙や LINE 公式アカウントなどを活用した町政情報等
の提供を促進するとともに、町⺠ニーズの把握や課題を共有するため、ま
ちづくり懇談会やタウンミーティングを開催し、町⺠の皆様との対話を
重ねてまいります。 
 
〇まちづくりチャレンジ事業の継続 

令和２年度から開始した「まちづくりチャレンジ事業」では、コロナ禍
の中にもかかわらず、３団体が、自らの創意⼯夫を凝らしたイベントを開
催し、まちに新たな賑わいと活気が生まれました。 

引き続き、町⺠主体のまちづくりを進めるとともに、団体の自主性を発



- 14 - 
 

揮した魅⼒あるイベントが開催されるよう、制度の見直しを行い、⽀援を
継続してまいります。 

 
（３）公共施設の適正管理の推進 
〇役場庁舎の整備 

役場庁舎の整備については、町財政や経済動向等に注視しながら、昨年
度着手した建設主体⼯事に加え、外構⼯事に着手し、年内完成を目指し進
めるとともに、令和６年５⽉からの供用開始に向けた、什器備品の整備等
を進めてまいります。 
 
〇公共施設の効率的な整備の推進 

公共施設については、文化ホールの空調設備更新⼯事、奈井江川河川緑
地公園遊器具更新⼯事を実施するなど、公共施設の⻑寿命化、効率的な管
理を進めるとともに、用途廃止済み施設の計画的な処分を進めるため、旧
消防庁舎及び旧南町児童館の解体⼯事を実施してまいります。 

また、旧ないえ温泉施設を含めた未利用公共施設、土地等の利活用を促
進するため、引き続き、⺠間事業者の効果的な提案を町内外から広く募っ
てまいります。 

 
（４）地域間交流の推進 
〇ハウスヤルビ町との交流 

⻑年にわたり続けてきた、友好都市フィンランド国ハウスヤルビ町と
の相互派遣交流は、新型コロナウイルス感染症の影響により、休止してお
りましたが、新年度は、訪問団の来町を計画し、ハウスヤルビ町と友好を
深めてまいります。 
 
〇高梁市との交流 

友好都市岡山県高梁市との交流については、特産品のＰＲや、両市町⻑
の表敬訪問、災害復興時の職員派遣等の交流を続けてまいりました。 
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引き続き、相互に情報交換等を行うとともに、小中学生や高校生による
交流事業を⽀援し、両市町の親交を深めてまいります。  
 
７．新型コロナウイルス感染症対策 

ＷＨＯによるパンデミックの宣言から約３年、新型コロナウイルス感
染症は、いまだに予断を許さない状況にあります。 

国では、感染症法上の位置づけを、５⽉８日から季節性インフルエンザ
と同等の「５類」に移行することを決定しましたが、今後につきましても、
感染予防対策、ワクチン接種について、国の動向を注視し、その方針に沿
った迅速な情報提供と適切な対応を進めるとともに、兆しが見えつつあ
るポストコロナを見据えた行政運営に努めてまいります。 

 
おわりに 
 令和５年度の⼀般会計予算については、「第６期まちづくり計画後期実
施計画」を基本に予算編成を行った結果、役場庁舎整備などにより、⼀般
会計の予算総額は、前年度対比 26.1％増の 65 億 6,700 万円、特別会計、
企業会計を加えた全会計の予算総額を 84 億 7,462 万円としたところであ
ります。 
 今、地方自治体は、激甚化し頻発する自然災害への備えや、人口減少、
少子高齢化社会への対応、さらには、新型コロナウイルス感染症や急激な
物価上昇など、喫緊の課題を多く抱えています。 

そのためには、今できる最善の努⼒を重ね、引き続き、安全・安心なま
ちづくりを進める施策や、ふるさと奈井江の未来につながる施策を着実
に実行して行かなければなりません。 

新年度につきましても、町⻑就任時の初心を忘れず、町⺠の負託に応え
ることができるよう、精⼀杯取り組む覚悟であります。 

町⺠の皆様、町議会議員の皆様の更なるご理解とご協⼒を賜りますよ
うお願い申し上げ、令和５年度の町政執行にあたっての所信といたしま
す。 


